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研究の背景と目的
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太陽光発電のモニタリングデータを利用した短時間予測

 PVの大量導入時には、需給運用・制御が必要であり、それらの

ベースとなる発電予測、把握技術の研究を実施。

 数時間先予測の一つの可能性として、PVシステムにおいて計測

されているモニタリングデータを利用した

短時間予測技術の開発を行なった。

 併せて、PVシステムのサンプリングによる

広域予測のアップスケーリング手法も

検討した。

使用データ

 実測値（期間： 2016/04/01 – 2017/03/31）

 九州管内に設置されたPVシステムの定格容量50 kW未満の

低圧サイト，50～2000 kW未満の高圧サイト，2000 kW以上の

特別高圧サイトについて，合計6033サイト(1607 MW)

 発電電力量：30分値

 予測値（予測モデル）

 前々日予測・前日予測・当日予測（GPV-SVM ）

 短時間予測（広域予測補正モデル）

まとめ

 PVの発電データを活用して、短時間予測技術を開発した。

 予測モデル： 数値予報と持続モデルとを融合し、

直近のデータを用いて予測値を補正。

 結果： 1～3時間先までの予測誤差低減を実現

 課題： 午前における予測誤差低減

 サンプリングによる広域予測のアップスケーリング手法を検討した。

 結果： 低圧、高圧はサンプリング、特別高圧は全数に近い

モニタリングを行うことが望ましい結果を示唆。

Short-
cut

短時間予測技術開発 （図1の③）

 広域予測補正モデル

1. 数値予報ベース(GPV-SVM)と持続モデル（単純持続モデル・

差分持続モデル）を融合

2. アップスケールして得られた広域予測を実測値で補正

数値予報モデル
GPV（MSM）

Support Vector
Machine (SVM)

太陽光発電
発電電力量

 GPV-SVM 予測モデル[1]
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図2 単純持続モデル[2] 図3 差分持続モデル
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 実測値による補正

𝐸ෘୖ୘ୀ୲బሺ𝑡ሻ： 補正後の予測値 𝐸෠ୖ୘ୀ୲బ 𝑡 ： 時刻𝑡଴に配信された予測値

∆𝑡： 予測の配信間隔（30分） 𝐸 𝑡଴ ： 時刻𝑡଴での実測値

 予測誤差の評価

図4 Forecast Horizon毎の予測誤差 図5 時刻毎のMAE（1.5-3時間先予測）

アップスケーリング手法の検討 （図1の②）
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 評価手法

 電圧階級毎にrサイトの無作為抽出を10000回試行

 低圧: r = 10, 50, 100, 200, 250, 300, 400, 500, 750, 1000, 

1250, 1500, 2000, 2500, 3000, 4000, 5000

 高圧: r = 10, 50, 100, 200, 250, 300, 400, 500

 特別高圧: r = 2, 4, 7, 10, 13, 16, 19, 22, 25, 28, 31, 34

 抽出毎にアップスケーリングによる予測誤差を計算

𝑛： 評価期間のデータ数 𝐸୧ 𝑡 ： 時刻𝑡におけるサイトiの発電電力量

𝐸୧,୫ୟ୶： 𝐸୧ 𝑡 の期間最大値 𝐸୧෡ 𝑡 ： 𝐸୧ 𝑡 の予測値

 評価結果

図8 特別高圧の結果図6 低圧の結果 図7 高圧の結果

 持続モデル
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誤差低減

課題

最大サイト数を利用した場合の
誤差に対して差が1%以下になる条件

予測配信時刻は発電開始前
⇒ 持続モデルの予測値なし

500サイト以上 250サイト以上 34サイト以上

低圧・高圧はサンプリング、特別高圧は全数に近いモニタリング
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① データ収集・チェック

② システム選別

③ 学習・予測

④ アップスケール

図1 予測手法の概要


